
この面接カードは 

面接時の参考資料と 

して使用します。 

〈記入上の注意〉 ○ 自筆の場合、黒のボールペン（消えるボールペンは不可）で記入してください。訂正する場合は二重線により行うこと。 

○ 該当のない場合は「なし」と記入してください。 

          ○ 男･女、Tel･携帯などで区分している項目は該当するものを○で囲んでください。性別欄の記入は任意です。 

          ○ 学歴欄の学校の名称や職歴欄の勤務先の名称の記入は任意です。 

 
面接カード（令和  年  月  日 現在） 

 

試験区分 二類・事務 
ふりがな きょうと たろう 

男 ・ 女 
この試験以外 

の官公庁又は 

民間企業等の 

採用試験 

官公庁名 

(企業名) 
㈱〇〇 

国家 
総合職 国家専門職 〇〇市  

氏 名 
京都 太郎 

受験番号 〇〇〇〇 (満〇〇歳) 
職 種 営業 行政 国税専門官 事務  

平成〇〇年〇〇月〇〇日生 合 否 内定 最終合格 
２次結果 

待ち 
１次結果 

待ち  

現 住 所 

〒６０２-〇〇〇〇 

京都市上京区〇〇〇〇〇 
進 学 試 験 なし       大学（院）      科（修・博） 

              Tel・携帯 （０９０）〇〇〇〇－〇〇〇〇 志望順位（京都府含む） １ 京都府 ２ ㈱〇〇 ３ 国家総合職 

現住所以外 

の連絡先 

〒同上 

 

所属クラブ等 

（期間・役職・成績等） 

テニス部（高校３年間・部長・全国大会出場） 

柔道部（大学４年間・会計・近畿大会出場） 

Tel・携帯 （    ）    － 

社会的活動、学生生活、 

クラブ活動、アルバイト 

等で力を入れてきたこと 

 

学 

 

歴 

大学・高校等、学部、学科名 卒業(見込)等 在学期間 

最終  ●●大学法学部法律学科 卒業見込 令和５年４月～令和９年３月 

その前 ●●大学受験予備校  令和３年４月～令和５年３月 

その前 ●●高校普通科  平成 31 年４月～令和３年３月 

その前   年  月～  年  月 

職 

 

歴 

勤務先（職種） 所在地 在職期間 

学業や職務において 

力を入れてきたこと 

 

最終  ●●保険会社（事務） 京都市上京区 平成 30 年９月～平成 31 年 3 月 

その前 ●●証券会社（営業） 長岡京市 平成 30 年４月～平成 30 年８月 

その前 ●●（バイト） 向日市 平成 28 年 5 月～平成 30 年３月 

その前   年  月～  年  月 

その前   年  月～  年  月 

※職歴はアルバイトを含みます。                                                      裏面（次頁）も記入してください。                      

※必ずＡ４サイズ用紙１枚に横向き両面印刷（短辺綴じ） 

で提出すること。様式の変更は禁止。 

和暦で記入してください。 

●中学校以前は記入不要です。 

●学校の名称を記入しない場合は、以下のように記入してください。 

（例）大学法学部法律学科 

   大学受験予備校 

   高校普通科 在学中、中退も記入 

してください。 

該当のない欄には「なし」と記入してください。 

●括弧内には事務、営業などの職種を記入してください。 

（アルバイトも同様） 
●アルバイトは、週の半分以上かつ数ヶ月に及ぶものを記入し、括弧内

にはバイトと記入してください。 

●所在地は市区町村名のみ記入してください。 
●勤務先の名称を記入しない場合は以下のように記入してください。 
（例）保険会社（事務） 

    証券会社（営業） 
   コンビニエンスストア（バイト） 

※左記は、正社員・アルバイトの勤務歴がある方の記載例です。 



試験区分 二類・事務 受験番号 〇〇〇〇 氏 名 京都 太郎 

 

資 格・免 許 

趣 味・特 技 

免許：普通運転免許証 

資格：TOEIC  〇点 

（一般財団法人 国際ビジネスコミュケーション） 

特技：中国語での会話 

 

京都府職員を 

志望する理由 

 

 

 

 

 

試験区分の職を 

選んだ理由と、 

取り組みたい仕事や 

興味のある分野 

 

 

 

 

 

 

あなたのこれまでの 

経験や取組を踏まえ、 

具体例を挙げた上で 

下記の求める人材像に 

照らして自分自身を 

アピールしてください。 

 

 

 

試験区分  求める人材像  

二類  

〇府民目線に立ち、現場主義を徹底できる方 

〇前例にとらわれず果敢にチャレンジできる方  

〇府民・市町村・企業・団体などあらゆる主体と連携・協働できる方 

公立学校  

職    員  

〇周囲との良好な人間関係を築くことのできる、事務処理能力の高い方  

さらに、以下の試験区分では次のような方を求めています。 

 

・学校事務職員 A・B 及び学校施設管理職員 A・B 

〇調整能力と積極性を備えた方 

 

・学校事務職員（社会人経験者等）  

〇目的意識を持って、学校運営に主体的・積極的に関われる人材であって、知識や経験を 

有しその経験等から得たものを学校運営に生かしたいという強い意欲を持っている方 

・民間企業、海外経験、学校、学術・研修機関等における成果 

・総務、人事、財務、会計、広報及び ICT 等に関する専門知識 

 

・学校事務職員（北部地域勤務） 

〇北部地域に定着し、学校運営に積極的に取り組む意欲のある方  

警察事務  

職    員  

〇府民を守る強い責任感と情熱を持った方 

〇チームワークを大切にできる方 
 

●資格を記入する場合は、括弧内に資

格認定機関を記入してください。 

●運転免許証を保有している場合は、

漏れなく記入してください。 


